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1.橋梁長寿命化修繕計画策定の背景 

 

我が国は現在、高度経済成長期に大量に建造された橋梁が老朽化し始め、今後 20 年間に大

規模な補修や更新を行わなければならないといわれています。しかしながら、これまで通りの

スクラップ・アンド・ビルドとすることはコストや環境面、社会資本整備の観点から非常に厳

しい状況となっています。 

 

そのような状況を踏まえ青森県では、長期的な視点から橋梁を効率的・効果的に管理し、維

持更新コストの最小化・平準化を図って行く取り組みとして、平成 16 年度より橋梁アセット

マネジメントシステムを構築し、平成 18 年 3 月には、橋長 15m 以上の橋梁を対象とした 5 箇

年のアクションプラン(平成 18 年度～平成 22 年度)を策定しました。 

その後、橋長 15m 未満の橋梁に関しても点検が完了したことを受け、県が管理する全ての橋

梁を対象とした「橋梁長寿命化修繕計画(10 箇年計画:平成 29 年度～平成 38 年度)」策定し、

現在、同計画に基づき事業を実施しているところです。 

 

深浦町が管理する橋梁においても、長期的な視点から合理的な維持管理・更新コストの最小

化・平準化を図って行く取り組みとして「橋梁長寿命化修繕計画(10 箇年計画:令和 6 年度～

15 年度)」を策定しました。 

 

 

深浦町橋梁概要(橋長 2.0m 以上、対象橋梁 70 橋) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-2 供用開始後の割合 

 

図 1-1 深浦町の橋梁の状況 
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2.深浦町橋梁アセットマネジメントの基本コンセプト 

 

深浦町としては、青森県の基本コンセプトに基づき、橋梁アセットマネジメント※1 をすす

めることとする。 

 

＜青森県の基本コンセプト＞ 

 

(1) 県民の安全安心な生活を確保するため、健全な道路ネットワークを維持します 

これまで県民の生活を支え続けてきた多くの道路や橋梁などの高齢化が進行しており、「道路の

老朽化対策の本格実施に関する提言」（2014年 4 月）でも指摘されているとおり、適切な投資によ

る維持管理が行われなければ、近い将来に大きな負担が生じることとなり、県民の生活に影響を及

ぼす恐れや、事故や災害等を引き起こす可能性が懸念されます。県民の安全・安心な生活を確保す

るため、健全な道路ネットワークの維持に取り組んでいきます。 

関係計画 

・青森県基本計画「選ばれる青森への挑戦」（2019年 3 月） 

・青森県公共施設等総合管理方針（2016年 2月） 

 

(2) 全国に先駆けて導入した橋梁ｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑによる維持管理を継続していきます 

2006 年度に橋梁の維持管理手法として、ひと（人材育成）、もの（ＩＴシステム）、仕組み（マ

ニュアル類）を含むトータルマネジメントシステムとして「青森県橋梁アセットマネジメントシス

テム」を全国に先駆けて導入しました。今後も「青森県橋梁アセットマネジメントシステム」によ

る維持管理を継続していきます。 

 

(3) 対症療法的な維持管理から予防保全による維持管理を一層進めます 

橋梁アセットマネジメントシステムを導入する以前の維持管理は、「傷んでから直すまたは作り

替える」という対症療法的なものでしたが、劣化・損傷を早期発見し早期対策する予防保全による

維持管理への転換を更に進め、将来にわたるＬＣＣ（ライフサイクルコスト）を最小化します。 

 

(4) 橋梁の維持更新コストの大幅削減を実現します 

「いつ、どの橋梁に、どのような対策が必要か」を橋梁アセットマネジメントシステムにより適

切に計画し、橋梁の長寿命化､将来にわたる維持更新コストの大幅な削減を実現します。 

 

(5) 社会資本の維持管理のあり方を全国に向けて発信します 

本県は、橋梁アセットマネジメントにおける自治体のパイオニアとして、その取組みやアセット

マネジメント導入の効果を広く公表するなど、社会資本の維持管理のあり方を発信します。 

 

出典:「青森県橋梁アセットマネジメント基本計画」 

 

※1アセットマネジメント:道路を資産としてとらえ、構造物全体の状態を定量的に把握・評価し、中長期的な予

測を行うとともに、予算的制約の下で、いつどのような対策をどこに行うのが最適であるかを決定できる総合

的なマネジメント〔「道路構造物の今後の管理・更新等のあり方提言(平成 15 年 4 月)」国土交通省道路局 HP

より〕 
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3.深浦町の橋梁を取り巻く現状 

 

3-1.橋梁の現況(橋梁数の内訳) 

 

現在、深浦町で管理する橋梁は、令和 5 年 3 月現在で 70 橋であり、橋長別の内訳は以下の

とおりです。 

 

橋長 15m 以上 ················ 26 橋 

橋長 15m 未満 ················ 44 橋 

 

表 3-1 橋梁データ集計表(橋長 2.0m 以上) 

 町道 農道 その他 合 計 

全管理橋梁数 70 0 0 70 

 うち、計画の対象橋梁数 70 0 0 70 

 うち、これまでの計画策定橋梁数 70 0 0 70 

うち、令和 4年度 計画策定橋梁数 70 0 0 70 

○長寿命化修繕計画の対象:管理する橋長 2.0m以上の橋梁  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-1 橋種別橋梁の割合        図 3-2 建設後経過年数別の割合 

 

管理する橋種別の内訳は、コンクリート橋 42 橋(60%)、鋼橋 18 橋(26%)、ボックスカルバ

ート 10 橋(14%)の計 70橋となっています。 

 

建設後経過年数の割合としては、50 年以上経過した橋梁の割合が最も多く、全体の

61.4%(43 橋/70 橋)を占めています。20 年後には 50 年以上経過の橋梁数が約 8 割以上(59 橋

/70 橋)を占めることが、これより判ります。 
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健全性の判定区分の割合は、判定区分Ⅰ：31 橋(44%)、判定区分Ⅱ：28 橋(40%)、判定区分

Ⅲ：11 橋(16%)の計 70 橋であります。 

 

判定区分 Ⅰ

31橋

44%

判定区分 Ⅱ

28橋

40%

判定区分 Ⅲ

11橋

16%

R4計画策定橋梁
70橋

判定区分の割合

 

図 3-1 健全性の判定区分の割合 
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3-2.長寿命化修繕計画の対策橋梁 

 

深浦町の「令和 4 度橋梁長寿命化修繕計画」の対象橋梁は、管理する橋長 2.0m 以上の 70

橋とします。 

表 3-2 橋梁諸元(1/2)：R4 計画策定対象 70 橋  

橋梁番号 橋梁名
供用

年月日
供用
年数

橋長
(m)

径間
有効
幅員
(m)

全幅員
(m)

判定
区分

上部工形式 交差条件
点検
年次

1001 白山橋
ハク サンバシ

1971年 51年 15.50 1 4.0 4.7 Ⅲ 鋼単純合成H桁 東股沢川 2020

1002 大林寺橋
オオ リン  ジ  バシ

1969年 53年 16.50 1 4.0 4.7 Ⅲ 鋼単純合成H桁 東股沢川 2020

1003 長慶橋
チョ ウケイ バシ

1969年 53年 16.50 1 4.0 4.7 Ⅲ 鋼単純合成H桁 東股沢川 2020

1004 望月橋
モチヅキバシ

1970年 52年 15.50 1 4.0 4.7 Ⅲ 鋼単純合成H桁 東股沢川 2020

1005 横市橋
ヨコ  イ チバシ

1970年 52年 15.50 1 4.0 4.7 Ⅲ 鋼単純合成H桁 東股沢川 2020

1006 薄月橋
ウスヅキバシ

1970年 52年 15.50 1 4.0 4.7 Ⅲ 鋼単純合成H桁 東股沢川 2020

1007 桜橋
サクラ バシ

1973年 49年 23.00 1 4.0 4.7 Ⅱ 鋼単純合成H桁 東股沢川 2020

1008 白滝橋
シロ タキバシ

1973年 49年 16.00 1 4.0 4.7 Ⅱ 鋼単純合成H桁 東股沢川 2020

1009 多々羅橋
  タ    タ    ラ    バシ

1970年 52年 15.50 1 4.0 4.8 Ⅱ 鋼単純合成H桁 東股沢川 2020

1010 オサナメ橋
                       バシ

2003年 19年 18.30 1 7.0 8.2 Ⅰ ポストテンション方式PC単純中空床版橋 おさなめ沢川 2020

1011 津花橋
  ツ  バナバシ

1983年 39年 17.64 1 4.0 5.0 Ⅱ プレテンション方式PC単純中空床版橋 脇ノ沢川 2020

1012 津梅林道橋
  ツ   バイ リン ドウバシ

1965年 57年 16.46 1 4.0 4.7 Ⅱ 鋼単純合成H桁 津梅川 2020

1013 津梅橋
  ツ   バイ バシ

1957年 65年 25.10 2 6.0 6.7 Ⅲ RC単純T桁 津梅川 2020

1015 亀ヶ崎橋
カ メ ガ  サキバシ

1985年 37年 20.40 1 7.0 8.2 Ⅱ ポストテンション方式PC単純中空床版橋 JR五能線 2021

1016 ふれあい橋
                         バシ

1992年 30年 90.00 3 7.0 8.2 Ⅱ 鋼上路ローゼ橋 下浜松沢 2020

1017 椿山跨線橋
ツバキヤマコセンキョ ウ

1992年 30年 15.70 1 7.0 8.2 Ⅰ プレテンション方式PC単純中空床版橋 JR五能線 2021

1018 新笹内橋
シンサザナイ バシ

1990年 32年 46.80 2 5.0 6.2 Ⅰ ポストテンション方式PC2径間連続T桁橋 笹内川 2020

1019 新谷沢橋
シン  ヤ  ザワバシ

1996年 26年 48.00 1 5.0 6.2 Ⅰ ポストテンション方式PC単純箱桁橋 新谷沢 2020

1020 驫木橋
トドロキ  バシ

1967年 55年 15.55 1 4.0 4.7 Ⅲ 鋼単純合成H桁 母沢川 2020

1021 築棒沢橋
チク ボウサワバシ

1967年 55年 29.70 4 4.7 5.5 Ⅰ プレテンション方式PC単純I桁橋 大童子川 2020

1022 鳥居崎跨線橋
 トリ   イ   ザキ コ  センキョ ウ

2002年 20年 19.20 1 7.0 8.2 Ⅰ ポストテンション方式PC単純中空床版橋 JR五能線 2021

1023 津軽平橋
  ツ  ガルダイ ラ バシ

2002年 20年 17.06 1 7.0 8.2 Ⅱ ポストテンション方式PC単純中空床版橋 東股沢川 2020

1024 横磯橋
 ヨコ イ ソ バシ

1985年 37年 4.82 1 2.0 2.2 Ⅰ 単純RC床版橋 川 2020

1025 湯野沢橋
   ユ  ノ  サワバシ

1965年 57年 3.33 1 4.1 5.0 Ⅱ 単純RC床版橋 川 2020

1026 元深浦橋
 モト フカ  ウラ バシ

1965年 57年 12.25 1 3.6 4.2 Ⅱ 単純鋼合成H桁橋 磯崎川 2020

1027 昭和橋
ショ ウワバシ

1975年 47年 9.88 1 4.0 5.2 Ⅱ 単純鋼非合成I桁橋 磯崎川 2020

1028 桜沢橋
サクラ ザワバシ

1965年 57年 4.32 1 5.3 6.1 Ⅱ 単純RC床版橋 中沢川 2020

1029 双肩橋
 フタ ガタ バシ

1985年 37年 2.30 1 6.5 21.0 Ⅱ プレキャストボックス 川 2020

1030 白土山橋
ハク  ド  ヤマバシ

1985年 37年 3.40 1 6.4 60.1 Ⅰ プレキャストボックス 川 2020

1031 桜沢2号橋
サクラ ザワニゴウキョ ウ

1966年 56年 8.17 1 5.5 6.5 Ⅰ 単純プレテン中空床版橋 中沢川 2020

1032 中沢3号橋
ナカ ザワサンゴウキョ ウ

2010年 12年 5.00 1 2.1 3.1 Ⅰ 単純プレテンI桁床版橋 中沢川 2020

1034 苗代沢橋
ナワシロザワバシ

1966年 56年 2.95 1 4.9 4.9 Ⅱ 単純RC床版橋+現場打ちボックス 水路 2020

1035 行合橋
 ユキアイ バシ

1977年 45年 10.70 1 7.0 8.0 Ⅰ 単純プレテン中空床版橋 JR五能線 2021

1036 広戸橋
ヒロ   ト   バシ

2019年 3年 11.00 1 5.4 6.6 Ⅰ 現場打ちボックス 広戸川 2020

1037 広戸高田橋
 ヒロ  ト   タカ   ダ バシ

1969年 53年 6.91 1 5.0 5.8 Ⅱ 現場打ちボックス 広戸川 2020

1038 東股橋
ヒガシマタバシ

1970年 52年 14.44 1 4.0 4.7 Ⅲ 単純鋼非合成H桁橋 東股沢 2020

1039 深沢橋
フカ  ザワバシ

1972年 50年 12.57 1 4.0 4.7 Ⅰ 単純プレテンI桁床版橋 東股沢 2020

1040 二股橋
 フタ マタバシ

1970年 52年 14.48 1 4.0 4.7 Ⅱ 単純鋼非合成H桁橋 東股沢 2020  
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表 3-3 橋梁諸元(2/2)：R4 計画策定対象 70 橋 

橋梁番号 橋梁名
供用

年月日
供用
年数

橋長
(m)

径間
有効
幅員
(m)

全幅員
(m)

判定
区分

上部工形式 交差条件
点検
年次

1041 猿の湯橋
サル        ユ  バシ

1994年 28年 12.56 1 7.5 8.7 Ⅰ 単純プレテン中空床版橋 南股沢 2020

1042 津軽平第2橋
  ツ   ガルダイ ラ ダイ ニバシ

1966年 56年 4.63 1 5.0 5.5 Ⅰ 単純RC床版橋 川 2020

1043 山蔭橋
ヤマ カ ゲバシ

1970年 52年 2.30 1 7.1 10.1 Ⅰ プレキャストボックス 川 2020

1044 根株橋
  ネ  カ ブバシ

1959年 63年 2.51 1 5.5 7.0 Ⅱ 単純RC床版橋 川 2020

1045 母沢橋
ハハザワバシ

1973年 49年 10.27 1 4.0 4.7 Ⅲ 単純鋼非合成H桁橋 母沢川 2020

1047 清滝橋
キヨ タキ バシ

1966年 56年 8.64 1 5.0 6.2 Ⅰ 単純プレテン中空床版橋 清滝川 2020

1049 下清滝橋
シモ キヨ タキバシ

1969年 53年 6.21 1 3.5 4.6 Ⅰ 単純プレテン中空床版橋 清滝川 2020

1050 小田沢橋
  オ    ダ  サワバシ

1969年 53年 3.98 1 3.6 4.0 Ⅱ 単純RC床版橋 川 2020

1051 追立橋
オイ  タテバシ

1977年 45年 2.86 1 7.3 10.6 Ⅱ プレキャストボックス 町道 2020

1052 塩見形橋
シオ  ミ   ガタ バシ

1977年 45年 13.04 1 7.0 7.8 Ⅰ 単純プレテン中空床版橋 JR五能線 2021

1053 切合沢橋
キリ アイ サワ バシ

1971年 51年 14.44 1 4.0 4.7 Ⅱ 単純鋼非合成H桁橋 切合沢 2020

1054 柳田橋
ヤナギダバシ

1982年 40年 4.52 1 1.9 2.2 Ⅰ 単純RC床版橋 水路 2020

1055 北金ヶ沢橋
キタ カ ネ ガ サワバシ

1958年 64年 5.07 1 6.1 6.6 Ⅱ 単純RC床版橋 川 2020

1056 塩見橋
シオ  ミ   バシ

1959年 63年 2.36 1 6.0 7.2 Ⅱ 単純RC床版橋+現場打ちボックス 栃沢 2020

1057 寿橋
コトブキバシ

1985年 37年 4.32 1 5.5 6.1 Ⅰ 単純RC床版橋 川 2020

1058 母澤橋
ハハザワバシ

1957年 65年 24.06 2 7.6 8.8 Ⅱ 単純プレテンI桁床版橋+単純プレテン中空床版橋 母沢川 2020

1059 早稲田橋
  ワ   セ    ダ   バシ

1963年 59年 3.74 1 4.8 5.5 Ⅱ 単純RC床版橋 早稲田川 2020

1060 沢辺橋
サワ  ベ  バシ

1987年 35年 6.04 1 4.0 4.8 Ⅰ 単純プレテン中空床版橋 沢辺川 2020

1061 風呂ノ沢橋
  フ    ロ   ノ  サワハシ

1967年 55年 6.09 1 3.3 3.8 Ⅱ 単純RC床版橋 風呂沢川 2021

1062 脇ノ沢橋
ワキ ノ  サワハシ

1967年 55年 5.51 1 4.0 4.8 Ⅰ 単純RC床版橋 脇ノ沢川 2021

1063 玉坂丸山橋
タマサカ マルヤマハシ

1967年 55年 5.32 1 2.9 3.4 Ⅰ 単純RC床版橋 風呂沢川 2021

1064 旧玉坂橋
キュウタマサカ ハシ

1967年 55年 5.93 1 4.0 4.8 Ⅱ 単純RC床版橋 玉坂川 2021

1065 森山橋
モリヤマハシ

2020年 2年 5.00 1 5.0 6.2 Ⅰ 現場打ちボックス 根滝川 2020

1066 黒崎橋
クロサキハシ

1967年 55年 8.82 1 5.0 5.6 Ⅰ 単純プレテン中空床版橋 黒崎川 2021

1067 黒崎臨海橋
クロ サキリン カ イ ハシ

1996年 26年 9.67 1 5.3 6.5 Ⅰ 単純プレテン中空床版橋 黒崎川 2020

1068 御不動橋
  オ   フ   ドウ ハシ

1985年 37年 9.27 1 4.0 5.2 Ⅰ 単純プレテン中空床版橋 松神川 2020

1069 釜谷橋
カ マ  ヤ  ハシ

1967年 55年 8.50 1 6.5 7.3 Ⅲ 単純RCT桁橋 釜谷川 2020

1070 鶏頭場橋
ケイ  トウ  バ  ハシ

1966年 56年 3.60 1 5.1 9.0 Ⅰ 現場打ちボックス 水路 2021

1071 さわやか臨海橋
                        リン カ イ ハシ

2002年 20年 15.60 1 5.0 6.2 Ⅰ 単純プレテン中空床版橋 泥沢川 2020

1072 ほたさ川橋
                 ガワバシ

1948年 74年 3.00 1 6.4 6.8 Ⅱ 単純RC床版橋 ほたさ川 2021

1073 田野沢橋
  タ   ノ  サワバシ

1963年 59年 16.10 2 8.0 8.8 Ⅱ プレテンション方式PC単純I桁橋 清滝沢川 2021

1074 小童子橋
  コ  ドウ  ジ バシ

2016年 6年 22.60 1 6.0 7.2 Ⅰ 単純プレテン中空床版橋 小童子川 2021

合計 70橋  

 

番号は深浦町橋梁管理番号を示す。 

 

 

 

 

 

 

【現状の問題点】 

建設後 50 年以上経過した橋梁が 43橋と集中しています。更に 20 年後には、建設後 50 年

以上の橋梁が 59 橋と全体の 84.3%を占め、巨額な更新費用が想定されます。 

現在においても、鋼材の腐食やコンクリートのひび割れ、はく離など老朽化が進行してい

る状況であります。 
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3-3.橋梁架橋位置の環境 

 

深浦町は、青森県の西端(日本海沿岸)に位置します。 

橋梁は、冬期間における日本海からの強い季節風による飛来塩分の影響や、除雪時に散布

される凍結防止剤による塩害、気温の低下上昇による凍害の損傷が懸念される環境にありま

す。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-3 青森県の地理的特徴図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 3-1 塩害による損傷状況       写真 3-2 凍害による損傷状況 

 

深浦町内 
季節風 

 

日本海側 
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積雪地域 
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位 置 図 
※黒色は塩害地域区分外  

※赤色は塩害地域区分 S 該当  

※青色は塩害地域区分Ⅰ該当  

※緑色は塩害地域区分Ⅱ該当  

※桃色は塩害地域区分Ⅲ該当  
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4.橋梁アセットマネジメントに基づく橋梁長寿命化修繕計画の基本フロー 

 

橋梁長寿命化修繕計画は、下図に示す基本フローに従って策定します。 

計画策定にあたっては、ブリッジマネジメントシステム (以下、BMS)を用いて、劣化予測、

LCC 算定や予算シミュレーション等の分析を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-1 橋梁長寿命化修繕計画の基本フロー 

出典:「青森県橋梁長寿命化修繕計画」 
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5.橋梁長寿命化修繕計画の策定 

 

5-1.橋梁の維持管理体系 

 

橋梁の維持管理は、その業務内容から「点検・調査」と「維持管理・対策」に大別され、

「点検・調査」から得られる情報を「維持管理・対策」に反映させる際に、劣化予測・LCC

算定・予算シミュレーションなどの意思決定の支援を行う「ブリッジマネジメントシステム 

(BMS)」と「点検・調査」および「維持管理・対策」の各種情報を管理蓄積する「橋梁データ

ベースシステム」という二つの ITシステムがあります。 

橋梁の維持管理は、「日常管理」、「計画管理」、「異常時管理」から構成されており、それぞ

れの管理において、「点検・調査」と「維持管理・対策」を体系的に実施します。 

維持管理体系におけるそれぞれの内容は以下のとおりです。 

 

(1) 【点検・調査】 橋梁の状態を把握し、安全性能・使用性能・耐久性能といっ

た主要な性能を評価するとともに、アセットマネジメントに

おける意思決定に必要な情報を収集します。 

(2) 【維持管理・対策】 橋梁の諸性能を維持または改善します。 

(3) 【日常点検】 交通安全性の確保、第三者被害の防止、劣化・損傷を促進さ

せる原因の早期除去および構造安全性の確保を目的として、

パトロール、日常点検、清掃、維持工事等を実施します。 

(4) 【計画管理】 構造安全性の確保、交通安全性の確保、第三者被害の防止、

ならびに BMS を活用した効率的かつ計画的な維持管理を行う

ことを目的に、定期点検、各種点検・調査、対策工事などを

実施します。 

(5) 【異常時管理】 地震、台風、大雨などの自然災害時、ならびに事故等の発生

時に、交通安全性の確保、第三者被害の防止および構造安全

性の確保を目的として、異常時点検、緊急措置、各種調査な

どを実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-1 維持管理体系 

出典:「青森県橋梁長寿命化修繕計画」
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5-2.橋梁長寿命化修繕計画の概要 

 

橋梁長寿命化修繕計画対象橋梁は、BMS により劣化予測・LCC 算定・予算シミュレーション

を実施し、その結果に基づいて事業計画の策定を行います。BMS は大きく 5 つの STEP で構成

されます。 

STEP1 は橋梁の維持管理に関する全体戦略を構築します。STEP2 は、環境条件、橋梁健全度、

道路ネットワークの重要性等を考慮して、橋梁ごとに、維持管理シナリオに基づく維持管理戦

略を立て、選定された維持管理シナリオに対応する LCC を算定します。STEP3 は、全橋梁の LCC

を集計し、予算シミュレーション機能によって予算制約に対応して維持管理シナリオを変更し、

中長期予算計画を策定します。STEP4 は補修・改修の中期事業計画を策定し事業を実施します。

そして STEP5 で事後評価を行い、マネジメント計画全体の見直しを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-2 BMSを用いたブリッジマネジメントのフロー 

出典:「青森県橋梁長寿命化修繕計画」 

 ＳＴＥＰ２：個別橋梁の戦略 ＳＴＥＰ１：全体戦略 

 

ＳＴＥＰ３：中長期予算計画 

ＳＴＥＰ４：中期事業計画 

      策 定 ･ 実 施 

 

ＳＴＥＰ５：事後評価 

 

 

 

中長期ＬＣＣ集計 

維持管理シナリオ選定 

中期事業計画毛定 
（対象橋梁・実施年設定） 

事業実施 

健全度の将来予測 

シナリオ別ＬＣＣ算定 

維持管理シナリオ候補選定 

維持管理・点検 基本戦略 

管理目標 予算目標 

長期戦略 

毎年の事後評価 

５年ごとの事後評価 

１０年ごとの事後評価 

次年度アクションプランに反映 

劣化予測データベースの見直し 

ＬＣＣ算定データベースの見直し 

中期事業計画の見直し 

中長期事業計画の見直し 

 

no 

中長期予算計画策定 
（維持管理シナリオ決定） 

yes 

対策工事リスト作成 
（橋梁別・部材種類別） 

 
no 

yes 

予算シミュレーション 

中長期予算計画との整合 



 

 - 12 - 

 

(1) 維持・管理点検 

 

青森県では、独自の橋梁点検マニュアルを策定し、定期点検を効率的に行うための「橋梁

点検支援システム」を開発して、点検コストを大幅に削減した実績があります。深浦町とし

ても同様のシステムやマニュアルを用いて橋梁点検を行いました。 

 

⚫ 橋梁点検支援システム 

「橋梁点検支援システム」は、タブレット PC に点検に必要なデータをあらかじめインス

トールし、点検現場において点検結果や損傷状況写真を直接 PC に登録して行く仕組みとな

っています。現場作業終了後は、自動的に点検結果を出力することが可能であり、これによ

り点検後の作業である写真整理や点検調書の作成が不要となり、大幅な省力化につながって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-3 橋梁点検支援システム 

出典:「青森県橋梁長寿命化修繕計画」 
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⚫ 健全度評価 

橋梁の健全度は、潜伏期、進展期、加速期前期・後期、劣化期の 5段階で評価します。 

全部材・全劣化機構に共通の定義を表 5-1 に示します。 

 

表 5-1 全部材・全劣化機構に共通の健全度評価基準 

健全度 全部材・全劣化機構に共通の定義 

5 

潜伏期 

劣化現象が発生していないか、発生していたとしても表面に現れな

い段階。 

4 

進展期 

劣化現象が発生し始めた初期の段階。 

劣化現象によっては劣化の発生が表面に現れない場合がある。 

3 

加速期前期 

劣化現象が加速度的に進行する段階の前半期。 

部材の耐荷力が低下し始めるが、安全性はまだ十分確保されている。 

2 

加速期後期 

劣化現象が加速度的に進行する段階の後半期。 

部材の耐荷力が低下し、安全性が損なわれている。 

1 

劣化期 

劣化の進行が著しく、部材の耐荷力が著しく低下した段階。 

部材種類によっては安全性が損なわれている場合があり、緊急措置

が必要。 

 

また、部材・劣化機構ごとに評価基準を設定しています。評価基準は健全度の定義や標準

的状態、および参考写真とともに「点検ハンドブック」として取りまとめ、それらを点検現

場に携帯することにより、点検者によって点検結果が異なることのないようにしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-4 健全度評価基準の例(点検ハンドブック) 

出典:「青森県橋梁長寿命化修繕計画」 
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(2) 維持管理シナリオ 

 

橋梁アセットマネジメントにおいては、橋梁の置かれている状況(環境・道路ネットワー

ク上の重要性)や劣化・損傷の状況(橋梁健全度)に応じて、橋梁ごとに、適用可能な維持管

理シナリオ候補を一つまたは複数選定します。 

維持管理シナリオは、図 5-5 に示すとおり、長寿命化シナリオと更新シナリオに大別さ

れ、長寿命化シナリオは以下の 6種類を設定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-5 維持管理シナリオ 

出典:「青森県橋梁長寿命化修繕計画」 

⚫ 戦略的対策シナリオ(A1) 

特殊環境橋梁等を対象に、鋼部材の定期的な塗装塗替など戦略的な予防対策を行います。 

⚫ LCC 最小化シナリオ(A2) 

新設橋梁の維持管理を想定した場合に、部材種類ごとに LCC が最も小さくなる対策を行

います。 

⚫ 早期対策シナリオハイグレード型(B1) 

劣化・損傷により部材性能に影響が出始める初期段階で対策を実施するが、長寿命化の

効果が高い工法・材料を採用します。例えば、鋼部材の塗装塗替において上位塗装に変更

するなど。 

⚫ 早期対策シナリオ(B2) 

B1 シナリオ同様、健全度 3.0 において早期的な対策を実施するが、B1 シナリオと比較

して対策コストの小さい工法・材料を採用します。例えば、鋼部材の塗装塗替において同

等塗装を行うなど。 

⚫ 事後保全型シナリオ(C1) 

劣化・損傷により利用者の安全性に影響が出始める前に、事後的な対策を行います。例

えば、鋼部材の当て板補強を伴う塗装塗替など 

⚫ 事後保全型シナリオ構造安全確保型(C2) 

C1 と同様の対策を行うが、予算制約から健全度 1.5～1.0において対策を行います。 

⚫ 電気防食シナリオ(オプション) 

コンクリート橋の桁材に対して、劣化・損傷の進行を抑制することを目的に電気防食を

行います。その他の部材については A1～C2 のいずれかのシナリオの対策を行います。 

維持管理シナリオ

長寿命化シナリオ

戦略的対策シナリオ（A1)

LCC最小化シナリオ（A2)

早期対策シナリオHG（B1)

早期対策シナリオ（B2)

事後対策シナリオ（C1)

事後対策シナリオ構安（C２)

更新シナリオ

永久架橋を目指す戦略的管理

新橋におけるLCCミニマム

劣化損傷が早期な時点で対策

B1の対策レベル（コスト）低

従来型の事後対策（利用者安全確保）

C1の対策時期遅（構造安全確保）

（全体更新、上部工更新、床版更新）

長寿命化シナリオのオプション

塩害地域でLCC比較により適用

電気防食シナリオ
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シナリオ候補の選定は、橋梁の健全度や架設されている環境条件、特殊性などを考慮して

行います。図 5-6 にシナリオの選定フロー(青森県管理橋梁を参考)を示します。 

 

(3) 更新対象の選定 

 

主要部材の劣化・損傷が著しく進行している老朽橋梁や、日本海側に多く見られるような

塩害の進行が著しい重度の劣化橋梁は、高価な補修工事を繰り返すよりも架け替える方が経

済的となる場合があります。これらの条件に当てはまる橋梁については、LCC 評価と詳細調

査によって更新した方がコスト的に有利と判断される場合は、更新型シナリオを選定します。 

 

(4) 長寿命化シナリオの絞込み 

 

仮橋の設置など架け替えが環境的・技術的に非常に困難な橋梁や、大河川や大峡谷に架設

されていて架け替えに際して莫大な費用が発生する橋梁は、A1 を選定します。 

それ以外の橋梁は、A2および B1 ～ C2 より適切なシナリオを選定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-6 維持管理シナリオ候補の設定フロー(青森県管理橋梁を参考) 

出典:「青森県橋梁長寿命化修繕計画」 

維持管理シナリオ候補の選定（青森県）

県管理橋梁

更新対象の選定

関連事業の有無・構造安全性等

更 新

上部工更新

床版打換

長寿命化ｼﾅﾘｵ
の絞り込み①

超長大橋などの特殊環境

Ａ１

長寿命化ｼﾅﾘｵ
の絞り込み②

道路ﾈｯﾄﾜｰｸ重要性

Ａ２・Ｂ１・Ｂ２

Ａ２・Ｃ１・Ｃ２

Ａ２・Ｂ１・Ｂ２・Ｃ１・Ｃ２
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(5)更新シナリオの検討 

 

橋梁定期点検を行った結果、重度な劣化・損傷が発生している橋梁がないことから、橋梁

架替えが必要な橋梁はないため、更新シナリオは該当しませんでした。 

 

(6) 長寿命化対策橋梁の検討 

 

対象橋梁 70橋について長寿命化対象橋梁とします。 
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(7) 健全度の将来予測と LCC 算定 

 

⚫ 劣化予測式の設定 

健全度の将来予測は、劣化速度を

設定した劣化予測式を用いて行いま

す。 

劣化予測式は、青森県の点検デー

タや過去の補修履歴、および既存の

研究成果や学識経験者の知見などを

もとに、部材、材質、劣化機構、仕

様、環境条件ごとに設定しました。 

 

 

図 5-7 劣化予測式の例（塩害） 

出典:「青森県橋梁長寿命化修繕計画」 

 

⚫ 劣化予測式の自動修正 

数多くのデータをもとに劣化予測式を設定しても、実際の橋梁においてはローカルな環

境条件や部材の品質の違いなどがあるために、劣化は劣化予測式どおりには進行しません。

そこで、点検した部材要素ごとに、点検結果を通るように劣化予測式を自動修正します。

これによって、点検した部材要素の劣化予測式は現実に非常に近いものとなり、ＬＣＣ算

定精度を大幅に向上させることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-8 劣化予測式の自動修正 

出典:「青森県橋梁長寿命化修繕計画」 
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⚫ LCC の算定 

あらかじめ対策を実施する健全度(「管理水準」という)を設定し、対策の種類や対策コ

スト、回復健全度、対策後の劣化予測式等の情報を整備することによって、繰り返し補修

の LCC を算定することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    図 5-9 ＬＣＣ算定 

出典:「青森県橋梁長寿命化修繕計画」 

(8) 予算の平準化 

 

⚫ 算定した全橋梁の LCC が年によって予算の目標値を超過する場合は、維持管理シナリオ

を変更し、対策時期を後の年度にシフトすることで、予算目標との調整を図ります。 

⚫ シナリオ変更の順序は、シナリオを変更することで LCC の増加の少ない橋梁から優先し

て行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-10 平準化のルール 

出典:「橋梁点検技術研修会資料」 

１０ ２０ ３０ ４０ ５０ ６０ ７０ 年

５．０

４．０

３．０

２．０

１．０

⑦対策後劣化曲線（異なる材料・劣化速度）

②管理水準

⑦対策後劣化曲線（同じ材料・劣化速度）

①劣化曲線

④対策工法
⑤対策コスト
⑥回復健全度

健全度
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(9) シナリオ別 LCC 算定結果 

 

図 5-11 は維持管理シナリオごとに全橋梁の LCC を集計したものです。 

全橋梁 50 年間の LCC は、 

 

・事後対策シナリオ構造安全確保型(C2) : 15,911.6百万円 

・事後対策シナリオ(C1) : 10,443.8百万円 

・早期対策シナリオハイグレード型(B1) : 10,292.4百万円 

・早期対策シナリオ(B2) :  9,929.2百万円 

・戦略的対策シナリオ(A1) :  5,356.6百万円 

・LCC 最小化シナリオ(A2) :  5,310.5百万円 

・最小化 LCC :  5,245.6百万円 

 

となり、その差額は最大で『10,734.5 百万円』となりました。 

 

C - 2 : 15,911.6百万円

C - 1 : 10,443.8百万円

B - 2 : 9,929.2百万円

B - 1 : 10,292.4百万円

A - 2 :  5,310.5百万円

A - 1 :  5,356.6百万円

 

図 5-11 シナリオ別 LCC 算定結果 
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(10) 予算シミュレーション 

 

⚫ 50 年間の LCC を抑えながら当初 10 年間の予算を抑制したシナリオを採用して、全橋梁の

50 年間 LCCを集計した結果、毎年必要となる補修費の推移は図 5-12 のとおりとなりまし

た。(LCC 総額約 6,234百万円) 

 

 

図 5-12 平準化前の補修費の推移 

 

 

⚫ 「深浦町の補修に対する財務計画」や「橋梁重要度を優先補修橋梁に位置づけ」などを

予算平準化の条件として予算シミュレーションを実施した結果、図 5-13 に示すように 50

年間の LCC総額は約 6,234 百万円となりました。 

 

 

図 5-13 予算制約を考慮した予算シミュレーション結果 

平準化後の予算 

80百万円／年 

150～200百万円／年 

470～520百万円／年 
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⚫ シナリオ別橋梁は表 5-2 に示すとおりです。平準化予算の制約により、事後対策シナリ

オが増加した結果になりました。 

 

表 5-2 予算制約の考慮によるシナリオ別橋梁数の変化 

シナリオ
シミュレーション前の

橋梁数(LCC最小)
シミュレーション後の

橋梁数

A1 7 6

A2 41 28

B1 10 10

B2 8 15

C1 4 11

C2

計 70 70  

 

⚫ 予算シミュレーションの結果より、50 年間の補修費は総額約 6,234 百万円となり、最小

LCC に比べ約 989 百万円割高となる結果になりました。(図 5-14) 

 

 

図 5-14 予算シミュレーション結果による累計補修費の推移 
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【工事リスト条件(優先順位の考え方)】 

・田野沢橋は 2024 年度に補修工事予定であるため、計画に反映する。 

・PCB 含有橋梁は 2027年までに工事を終えるように計画に反映する。 

・長慶平 1 号線に架かる橋梁の防護柵について、第三者被害防止を図るため 

補修工事全般を優先させる。 

・国土交通省様式の判定区分Ⅲに該当する橋梁は、優先して計画に反映する。 

・2016年に策定した長寿命化計画の優先順位を考慮する。 

 

(11) 長寿命化対策工事リスト 

 

予算シミュレーションにより決定した各橋梁の維持管理シナリオに基づき、今後 10 年間

に実施する長寿命化対策工事リストの概要を、表 5-2 に示します。 
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R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15

1001 白山橋 町道 長慶平1号線 15.50         1971 51 2020 上部工補修 定期点検 定期点検

1002 大林寺橋 町道 長慶平1号線 16.50         1969 53 2020 定期点検 定期点検

1003 長慶橋 町道 長慶平1号線 16.50         1969 53 2020 上部工補修 定期点検 定期点検

1004 望月橋 町道 長慶平1号線 15.50         1970 52 2020 上部工補修 定期点検 定期点検

1005 横市橋 町道 長慶平1号線 15.50         1970 52 2020 上部工及び下部工補修 定期点検 定期点検

1006 薄月橋 町道 長慶平1号線 15.50         1970 52 2020 上部工及び下部工補修 定期点検 定期点検

1007 桜橋 町道 長慶平1号線 23.00         1973 49 2020 定期点検 定期点検

1008 白滝橋 町道 長慶平1号線 16.00         1973 49 2020 定期点検 定期点検

1009 多々羅橋 町道 長慶平1号線 15.50         1970 46 2020 定期点検 定期点検

1010 オサナメ橋 町道 松原1号線 18.30         2003 19 2020 定期点検 定期点検

1011 津花橋 町道 臨海線 17.64         1983 39 2020 定期点検
上部工及び付属物工補修

定期点検

1012 津梅林道橋 町道 津梅林道線 16.46         1965 57 2020 定期点検
上部工及び付属物工補修

定期点検

1013 津梅橋 町道 大間越線 25.10         1957 65 2020 定期点検 定期点検

1013 津梅橋 町道 大間越線 25.10         1957 65 2020 定期点検 上部工及び下部工補修 定期点検

1015 亀ヶ崎橋 町道 驫木15号線 20.40         1985 37 2021 定期点検 定期点検 下部工補修 下部工及び付属物工補修

1016 ふれあい橋 町道 下浜松平線 90.00         1992 30 2020 定期点検 定期点検

1017 椿山跨線橋 町道 舮作13号線 15.70         1992 30 2021 定期点検 定期点検

1018 新笹内橋 町道 十二湖新湯線 46.80         1990 32 2020 定期点検 定期点検

1019 新谷沢橋 町道 十二湖新湯線 48.00         1996 26 2020 定期点検 定期点検

1020 驫木橋 町道 驫木13号線 15.55         1967 55 2020 上部工及び下部工補修 定期点検 定期点検

1021 築棒沢橋 町道 柳田8号線 29.70         1967 55 2020 定期点検 定期点検

1022 鳥居崎跨線橋 町道 風合瀬22号線 19.20         2002 20 2021 定期点検 定期点検

1023 津軽平橋 町道 長慶平1号線 17.06         2002 20 2020 定期点検
上部工及び付属物工補修

定期点検

1024 横磯橋 町道 横磯6号線 4.82          1985 37 2020 定期点検 定期点検

1025 湯野沢橋 町道 深浦2号線 3.33          1965 57 2020 定期点検
上部工及び付属物工補修

定期点検

1026 元深浦橋 町道 深浦12号線 12.25         1965 57 2020 定期点検 定期点検

1027 昭和橋 町道 深浦15号 9.88          1975 47 2020 上部工及び下部工補修 定期点検 定期点検

1028 桜沢橋 町道 深浦21号 4.32          1965 37 2020 定期点検 上部工及び下部工補修 定期点検

1029 双肩橋 町道 深浦21号線 2.30          1985 37 2020 定期点検 上部工及び下部工補修 定期点検

1030 白土山橋 町道 深浦21号線 3.40          1985 37 2020 定期点検 定期点検

1031 桜沢2号橋 町道 深浦25号線 8.17          1966 56 2020 定期点検 定期点検

1032 中沢3号橋 町道 深浦28号線 5.00          2010 12 2020 定期点検 定期点検

1034 苗代沢橋 町道 深浦48号線 2.95          1966 37 2020 定期点検 上部工及び下部工補修 定期点検

1035 行合橋 町道 広戸3号線 10.70         1977 45 2021 定期点検 定期点検

1036 広戸橋 町道 広戸6号線 11.00         2019 3 2020 定期点検 定期点検

1037 広戸高田橋 町道 広戸8号線 6.91          1969 53 2020 定期点検 上部工及び下部工補修 定期点検

1038 東股橋 町道 長慶平1号 14.44         1970 51 2020 上部工補修 定期点検 定期点検

1039 深沢橋 町道 長慶平1号線 12.57         1972 50 2020 定期点検 定期点検

1040 二股橋 町道 長慶平2号 14.48         1970 52 2020 定期点検
上部工及び付属物工補修

定期点検

1041 猿の湯橋 町道 長慶平3号線 12.56         1994 28 2020 定期点検 定期点検

1042 津軽平第２橋 町道 長慶平5号線 4.63          1966 56 2020 定期点検 定期点検

1043 山蔭橋 町道 松原1号線 2.30          1970 52 2020 定期点検 定期点検

1044 根株橋 町道 驫木1号線 2.51          1959 63 2020 定期点検 定期点検

1045 母沢橋 町道 驫木13号線 10.27         1973 49 2020 定期点検 定期点検

1047 清滝橋 町道 田野沢3号線 8.64          1966 56 2020 定期点検 定期点検

1049 下清滝橋 町道 田野沢4号線 6.21          1969 53 2020 定期点検 定期点検

1050 小田沢橋 町道 田野沢8号線 3.98          1969 47 2020 定期点検
上部工及び付属物工補修

定期点検

供用
年数

最新
点検
年次

対策の内容・時期
備  考

橋梁
番号

橋梁名
道路
種別

路線名
橋  長

(m)
架設
年度

上部工及び下部工補修上部工補修

上部工及び下部工補修上部工及び下部工補修

上部工及び下部工補修上部工及び下部工補修

上部工及び下部工補修上部工補修

上部工及び下部工補修上部工及び下部工補修

上部工及び付属物工補修

上部工及び下部工補修

 

表 5-3 橋梁の長寿命化対策工事リストの概要 
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R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15

1051 追立橋 町道 北金ヶ沢13号線 2.86          1977 37 2020 定期点検 上部工及び下部工補修 定期点検

1052 北金ヶ沢橋 町道 北金ヶ沢17号線 5.07          1977 45 2021 定期点検 定期点検

1053 切合沢橋 町道 関17号 14.44         1971 51 2020 定期点検
上部工及び付属物工補修

定期点検

1054 柳田橋 町道 柳田１号線 4.52          1982 40 2020 定期点検 定期点検

1055 北金ヶ沢橋 町道 北金ヶ沢17号線 5.07          1958 64 2020 定期点検 上部工及び下部工補修 定期点検

1056 塩見橋 町道 北金ヶ沢17号線 2.36          1959 37 2020 定期点検 上部工及び下部工補修 定期点検

1057 寿橋 町道 北金ヶ沢21号線 4.32          1985 37 2020 定期点検 定期点検

1058 母澤橋 町道 驫木18号線 24.06         1957 65 2020 定期点検 定期点検

1059 早稲田橋 町道 沢辺線 3.74          1963 59 2020 定期点検 上部工及び下部工補修 定期点検

1060 沢辺橋 町道 沢辺線 6.04          1987 35 2020 定期点検 定期点検

1061 風呂ノ沢橋 町道 風呂ノ沢線 6.09          1967 59 2021 定期点検 上部工及び下部工補修 定期点検

1062 脇ノ沢橋 町道 脇ノ沢線 5.51          1967 55 2021 定期点検 定期点検

1063 玉坂丸山橋 町道 玉坂丸山線 5.32          1967 55 2021 定期点検 定期点検

1064 旧玉坂橋 町道 玉坂線 5.93          1967 59 2021 定期点検 上部工及び下部工補修 定期点検

1065 森山橋 町道 黒崎臨海線 5.00          2020 2 2020 定期点検 定期点検

1066 黒崎橋 町道 黒崎線 8.82          1967 55 2021 定期点検 定期点検

1067 黒崎臨海橋 町道 黒崎臨海線 9.67          1996 26 2020 定期点検 定期点検

1068 御不動橋 町道 御不動線 9.27          1985 37 2020 定期点検 定期点検

1069 釜谷橋 町道 大間越 8.50          1967 55 2020 定期点検 定期点検

1070 鶏頭場橋 町道 十二湖新湯線 3.60          1966 56 2021 定期点検 定期点検

1071 さわやか臨海橋 町道 臨海線 15.60         2002 20 2020 定期点検 定期点検

1072 ほたさ川橋 町道 田野沢12号線 3.00          1948 59 2020 定期点検 上部工及び下部工補修 定期点検

1073 田野沢橋 町道 田野沢12号線 16.10         1963 59 2021 上部工及び下部工補修 定期点検 定期点検

1074 小童子橋 町道 北金ヶ沢17号線 22.60         2016 6 2021

供用
年数

最新
点検
年次

対策の内容・時期
備  考

橋梁
番号

橋梁名
道路
種別

路線名
橋  長

(m)
架設
年度

上部工及び下部工補修

上部工及び付属物工補修

上部工及び下部工補修

下部工補修

 

表 5-4 橋梁の長寿命化対策工事リストの概要 
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6.橋梁長寿命化修繕計画により見込まれるコスト縮減効果 

 

予防保全型の維持管理とした効率的な修繕計画を継続的に実施することにより、従来の事後

保全型の維持管理と比較し、50 年間で約 94.22 億円のコスト縮減を計ることが可能であると

試算されました。 

 

 

⚫ 橋梁のコスト縮減効果 

 

<全橋を事後保全(C2 シナリオ)した場合との比較> 

○全橋を事後保全(C2 シナリオ)した場合の LCC総額(50 年間)  159.11 億円 

○予防保全型維持管理による LCCの総額(50 年間)        62.34 億円 

コスト縮減額     96.77 億円 
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図 6-1 橋梁のコスト縮減効果 
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7.新技術の活用や費用の縮減に関する今後の取組 

 

（１）新技術の活用方針 

今後、深浦町が管理する全橋梁の定期点検や修繕を行うにあたり、点検支援技術性能カタロ

グや新技術情報提供システム(NETIS)などを参考として、新技術等の活用を検討し、事業の効

率化やコスト縮減を図ります。 

 

１）定期点検における新技術の活用 

定期点検においては、点検支援技術性能カタログに掲載されている新技術を活用し、溝橋を

中心に点検の効率化及び高度化を図ります。 

 

２）修繕における新技術の活用 

修繕が必要とされる橋梁については、新技術情報提供システム(NETIS)に掲載されている新

技術を活用し、修繕のコスト縮減を図ります。特に、コンクリートの保護を目的とした表面処

理(浸透系)や鋼橋の塗装塗替えについて積極的に活用を検討し、2028年度までに4橋、約2,847

千円のコスト縮減を目指します。 

 

（２）費用の縮減に関する方針 

集約・撤去及び橋梁の機能縮小を実施することで維持管理コスト縮減を目指します。 

 

１）集約・撤去による費用縮減 

     深浦町が管理する橋梁において、過去に集約・撤去を行ったことでコスト縮減することが 

できたため、その他の橋梁においても検討したものの、う回路が無い、住民の利用頻度が高

い橋梁であるなど、集約化にいたる橋梁がありませんでした。 

 今後も地域情勢等を踏まえつつ、集約・撤去によるコスト縮減を目指します。 

 

   ２）機能縮小による費用縮減 

以下に示す架橋条件に該当する橋梁の機能縮小を実施することで、50 年後で約 56.1百万 

円の維持管理コスト縮減を目指します。 

 

 

 

➢ 水路断面が小さく、橋梁対象外(橋長 2m未満のボックス化)とすることが可能な橋梁。 

 

 

※橋梁の定義 

・橋長 2m 以上 

・土かぶり 1m 未満 

 

 

 

                                   図 5-1 〈参考〉機能縮小の概要図 

機能縮小の選定条件例 

ボックス化 

橋 長 2.70m

0.72m

橋 長 2.00m未満

0.80m
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8.事後計画 

 

計画的維持管理のレベルアップを目的として、定期的に事後評価を行い、必要に応じて計画

の見直しを行います。 

5 年ごとに実施する定期点検データを分析し、劣化予測データベースや LCC 算定データベー

スの見直しを行うとともに、中期事業計画の見直しを行います。 

また、10 年ごとに事業実施結果を評価して、政策目標や維持管理方針の見直しを行うとと

もに、中長期事業計画の見直しを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-1  事後評価 

 

 

 

9.計画策定担当部署 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業実施 

5年ごとの事後評価 

10年ごとの事後評価 中長期事業計画の見直し 

1)計画策定担当部署 

深浦町 建設水道課 TEL 0173-74-2111 (代表) 

            0173-74-4413 (直通) 

 

必要に応じて中期事業計画の見直し 


